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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】有機発光ダイオードマイクロスクリーンにおい

て、サブピクセル間のクロストークを減少させる構造を

有したピクセルを提供する。

【解決手段】基板１；可視スペクトルで反射するリフレ

クタ２；スペーシング層３；第１の透明電極（Ｅ１）；

白色光を出射するように構成された有機発光層のスタッ

ク４；スタック４上に形成された第２の半透明電極（Ｅ

２）、第２の電極（Ｅ２）及びリフレクタ２は光共振器

を形成し；を次々に備え、

スペーシング層３は、第１、第２、及び第３の部分３０

、３１、３２を有し、その厚さは、光共振器がそれぞれ

赤、緑及び青の光の透過を可能にするように調整され、

スペーシング層３の第１及び第２の部分３０、３１は、

それぞれ、可視スペクトルで反射する材料で覆われた側

縁部３００を含む、有機発光ダイオードマイクロスクリ

ーンのピクセル。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 － 基 板 （ １ ） ；

　 － 可 視 ス ペ ク ト ル で 反 射 し 、 前 記 基 板 （ １ ） 上 に 形 成 さ れ る リ フ レ ク タ （ ２ ） ；

　 － 前 記 リ フ レ ク タ （ ２ ） 上 に 形 成 さ れ た ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） ；

　 － 可 視 ス ペ ク ト ル で 透 明 で 、 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 電 極 （ Ｅ

１ ） ；

　 － 白 色 光 を 出 射 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 電 極 （ Ｅ １ ） 上 に 形 成 さ れ た 有 機 発 光

層 の ス タ ッ ク （ ４ ） ；

　 － 可 視 ス ペ ク ト ル に お い て 半 透 明 で あ り 、 前 記 ス タ ッ ク （ ４ ） 上 に 形 成 さ れ る 第 ２ の 電

極 （ Ｅ ２ ） 、 前 記 第 ２ の 電 極 （ Ｅ ２ ） 及 び 前 記 リ フ レ ク タ （ ２ ） は 、 光 共 振 器 を 形 成 し ；

　 を 次 々 に 備 え 、

　 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） は 、 前 記 光 共 振 器 が 前 記 ス タ ッ ク （ ４ ） か ら 出 射 さ れ る 白 色

光 か ら 赤 色 光 、 緑 色 光 、 及 び 青 色 光 の 透 過 を そ れ ぞ れ 可 能 に す る こ と に よ り 、 赤 、 緑 、 及

び 青 の サ ブ ピ ク セ ル （ Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ ） を そ れ ぞ れ 定 義 す る よ う に 、 厚 さ が 調 整 さ れ る

第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 部 分 （ ３ ０ 、 ３ １ 、 ３ ２ ） を 有 し 、

　 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ 、 ３ １ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 可 視 ス

ペ ク ト ル で 反 射 す る 材 料 で 覆 わ れ た 側 縁 部 （ ３ ０ ０ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、

　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド マ イ ク ロ ス ク リ ー ン の ピ ク セ ル 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） の 前 記 第 ３ の 部 分 （ ３ ２ ） は 、 可 視 ス ペ ク ト ル で 反 射 す る 材

料 で 覆 わ れ た 側 縁 部 （ ３ ０ ０ ） を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の ピ ク セ ル 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 の 前 記 第 ３ の 部 分 の 厚 さ が ゼ ロ で あ り 、 前 記 光 共 振 器 の 厚 さ が 、 前

記 ス タ ッ ク （ ４ ） か ら 出 射 さ れ る 前 記 白 色 光 か ら 青 色 光 の 透 過 を 可 能 に す る よ う に 調 整 さ

れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ピ ク セ ル 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 基 板 は 、 好 ま し く は Ｓ ｉ Ｏ ２ 又 は Ｓ ｉ Ｎ で 形 成 さ れ 、 そ の 上 に 前 記 リ フ レ ク タ （ ２

） が 形 成 さ れ る 構 造 化 誘 電 体 層 （ ５ ） を 含 み 、 前 記 構 造 化 誘 電 体 層 （ ５ ） は 、 赤 、 緑 、 及

び 青 の サ ブ ピ ク セ ル （ Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ ） に そ れ ぞ れ 関 連 付 け ら れ た 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第

３ の パ タ ー ン 部 （ ５ ０ 、 ５ １ 、 ５ ２ ） を 備 え 、

　 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 （ ５ ０ 、 ５ １ 、 ５ ２ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 好 ま し く

は Ａ ｌ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｒ 、 Ｎ ｉ 、 及 び Ｗ か ら 選 択 さ れ る 導 電 性 材 料 で 覆 わ れ た 側 縁 部 （

５ ０ ０ ） を 含 み 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 （ ５ ０ 、 ５ １ 、 ５ ２ ） の 前 記 側

縁 部 （ ５ ０ ０ ） は 、 互 い に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ て い る 、

　 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の ピ ク セ ル 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） の 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ 、 ３ １ ） の 前 記 側 縁 部 （ ３

０ ０ ） を 覆 う 反 射 材 料 は 導 電 性 で あ り 、

　 前 記 構 造 化 誘 電 体 層 （ ５ ） の 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の パ タ ー ン 部 （ ５ ０ 、 ５ １ ） の 前 記 側 縁

部 （ ５ ０ ０ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） の 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 （ ３ ０

、 ３ １ ） の 側 縁 部 （ ３ ０ ０ ） に 沿 っ て 延 び て い る 、

　 請 求 項 １ 又 は ３ と 組 み 合 わ せ た 請 求 項 ４ に 記 載 の ピ ク セ ル 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） の 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 部 分 （ ３ ０ 、 ３ １ 、 ３ ２ ） の

側 縁 部 （ ３ ０ ０ ） を 覆 う 反 射 材 料 は 導 電 性 で あ り 、

　 前 記 構 造 化 誘 電 体 層 （ ５ ） の 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 （ ５ ０ 、 ５ １ 、 ５

２ ） の 側 縁 部 （ ５ ０ ０ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） の 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第

３ の 部 分 （ ３ ０ 、 ３ １ 、 ３ ２ ） の 側 縁 部 （ ３ ０ ０ ） に 沿 っ て 延 び て い る 。

　 請 求 項 ２ と 組 み 合 わ せ た 請 求 項 ４ に 記 載 の ピ ク セ ル 。
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【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 基 板 （ １ ） が Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 回 路 を 含 み 、

　 そ し て 、 前 記 構 造 化 誘 電 体 層 （ ５ ） の 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 （ ５ ０ 、

５ １ 、 ５ ２ ） の 前 記 側 縁 部 （ ５ ０ ０ ） は 、 前 記 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 回 路 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 、

　 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の ピ ク セ ル 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 リ フ レ ク タ （ ２ ） が 、 Ａ ｌ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｒ 、 Ｎ ｉ 、 及 び Ｗ か ら 選 択 さ れ る 材 料

で 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ７ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の ピ ク セ ル 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） の 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 部 分 （ ３ ０ 、 ３ １ 、 ３ ２ ） の

側 縁 部 （ ３ ０ ０ ） を 覆 う 反 射 材 料 は 、 Ａ ｌ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｒ 、 Ｎ ｉ 、 及 び Ｗ か ら 選 択 さ

れ る 、 請 求 項 １ ～ ８ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の ピ ク セ ル 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） は 、 導 電 性 を 有 し 可 視 ス ペ ク ト ル に お い て 透 明 な 材 料 、 好 ま

し く は 酸 化 物 、 よ り 好 ま し く は イ ン ジ ウ ム ス ズ 酸 化 物 、 酸 化 ス ズ Ｓ ｎ Ｏ ２ 、 及 び 酸 化 亜 鉛

Ｚ ｎ Ｏ か ら 選 択 さ れ る 酸 化 物 で 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ９ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の ピ ク セ ル

。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） の 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 部 分 （ ３ ０ 、 ３ １ 、 ３ ２ ） は

、 互 い に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た 側 縁 部 （ ３ ０ ０ ） を 含 む 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の 何 れ か 一 項 に 記

載 の ピ ク セ ル 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 請 求 項 １ ～ １ １ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の ピ ク セ ル の マ ト リ ッ ク ス ア レ イ を 含 む 有 機 発 光 ダ

イ オ ー ド マ イ ク ロ ス ク リ ー ン 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 ス テ ッ プ ａ ） 基 板 （ １ ） を 用 意 す る ；

　 ス テ ッ プ ｂ ） 前 記 基 板 （ １ ） 上 に 可 視 ス ペ ク ト ル で 反 射 す る リ フ レ ク タ （ ２ ） を 形 成 す

る ；

　 ス テ ッ プ ｃ ） 前 記 リ フ レ ク タ （ ２ ） 上 に ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） を 形 成 す る ；

　 ス テ ッ プ ｄ ） 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） 上 に 可 視 ス ペ ク ト ル で 透 明 な 第 １ の 電 極 （ Ｅ １

） を 形 成 す る ；

　 ス テ ッ プ ｅ ） 前 記 第 １ の 電 極 （ Ｅ １ ） 上 に 有 機 発 光 層 の ス タ ッ ク （ ４ ） を 形 成 し 、 前 記

ス タ ッ ク （ ４ ） は 白 色 光 を 出 射 す る よ う に 構 成 さ れ る ；

　 ス テ ッ プ ｆ ） 前 記 ス タ ッ ク （ ４ ） 上 に 可 視 ス ペ ク ト ル に お い て 半 透 明 で あ る 第 ２ の 電 極

（ Ｅ ２ ） を 形 成 し 、 前 記 第 ２ の 電 極 （ Ｅ ２ ） 及 び 前 記 リ フ レ ク タ （ ２ ） は 光 共 振 器 を 形 成

す る ；

　 を 備 え 、

　 前 記 ス テ ッ プ ｃ ） に お い て 、 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） が 、 前 記 光 共 振 器 が 前 記 ス タ ッ

ク （ ４ ） か ら 出 射 さ れ る 白 色 光 か ら 赤 色 光 、 緑 色 光 、 及 び 青 色 光 の 透 過 を そ れ ぞ れ 可 能 に

す る こ と に よ り 、 赤 、 緑 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル （ Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ ） を そ れ ぞ れ 定 義 す

る よ う に 、 厚 さ が 調 整 さ れ る 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 部 分 （ ３ ０ 、 ３ １ 、 ３ ２ ） を 有 し 、

前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） の 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ 、 ３ １ ） が 側 縁 部 （ ３ ０ ０ ）

を 有 し ；

　 前 記 ス テ ッ プ ｃ ） は 、 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） の 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ 、 ３

１ ） の 前 記 側 縁 部 （ ３ ０ ０ ） を 可 視 ス ペ ク ト ル で 反 射 す る 材 料 で 覆 う ス テ ッ プ を 含 む こ と

を 特 徴 と す る 、

　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド マ イ ク ロ ス ク リ ー ン 用 の ピ ク セ ル の 製 造 す る プ ロ セ ス 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド マ イ ク ロ ス ク リ ー ン の 技 術 分 野 に 関 す る 。

　 特 に 、 本 発 明 は 、 仮 想 現 実 又 は 拡 張 現 実 の ヘ ッ ド セ ッ ト 及 び 眼 鏡 、 カ メ ラ の フ ァ イ ン ダ

ー 、 ヘ ッ ド ア ッ プ デ ィ ス プ レ イ 、 ピ コ プ ロ ジ ェ ク タ ー 等 の 製 造 に 適 用 可 能 で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 技 術 、 特 に 、 米 国 特 許 第 ８ ９ ５ ６ ８ ９ ８ 号 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る 有 機 発 光 ダ イ オ

ー ド マ イ ク ロ ス ク リ ー ン 用 の ピ ク セ ル は 、

　 － 基 板 ；

　 － 可 視 ス ペ ク ト ル で 反 射 し 、 基 板 上 に 形 成 さ れ る リ フ レ ク タ ；

　 － リ フ レ ク タ 上 に 形 成 さ れ た ス ペ ー シ ン グ 層 ；

　 － 可 視 ス ペ ク ト ル で 透 明 で あ り 、 ス ペ ー シ ン グ 層 上 に 形 成 さ れ る 第 １ の 電 極 ；

　 － 白 色 光 を 出 射 す る よ う に 構 成 さ れ 、 第 １ の 電 極 上 に 形 成 さ れ た 有 機 発 光 層 の ス タ ッ ク

；

　 － 可 視 ス ペ ク ト ル に お い て 半 透 明 で あ り 、 ス タ ッ ク 上 に 形 成 さ れ る 第 ２ の 電 極 、 第 ２ の

電 極 及 び リ フ レ ク タ は 光 共 振 器 を 形 成 す る ；

　 を 次 々 に 含 み 、

　 ス ペ ー シ ン グ 層 は 、 光 共 振 器 が ス タ ッ ク か ら 出 射 さ れ る 白 色 光 か ら 赤 色 光 、 緑 色 光 、 及

び 青 色 光 の 透 過 を そ れ ぞ れ 可 能 に す る こ と に よ り 、 赤 、 緑 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル を そ れ

ぞ れ 定 義 す る よ う に 、 厚 さ が 調 整 さ れ る 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 部 分 を 有 し 、

　 第 １ の 透 明 電 極 の 下 に 配 置 さ れ た リ フ レ ク タ 及 び ス ペ ー シ ン グ 層 に よ り 、 従 来 技 術 の こ

の よ う な ピ ク セ ル は 、 平 面 を 形 成 す る 第 １ の 電 極 の 上 に 有 機 発 光 層 の ス タ ッ ク を 容 易 に 堆

積 さ せ る こ と が で き る が 、 欧 州 特 許 第 １ ６ ７ ２ ９ ６ ２ 号 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る よ う な 、

ス タ ッ ク が 非 平 面 （ 異 な る 厚 さ の ３ つ の 部 分 ） で あ る 平 面 で な い ス ペ ー シ ン グ 層 上 に 形 成

さ れ る 、 他 の ア ー キ テ ク チ ャ で は 不 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 さ ら に 、 従 来 技 術 の こ の よ う な ピ ク セ ル は 、 干 渉 フ ィ ル タ ー を 形 成 す る フ ァ ブ リ ・ ペ ロ

ー 光 共 振 器 に よ り 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ー を 省 略 す る こ と が で き る 。 フ ィ ル タ ー さ れ る 波 長 の

範 囲 は 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 部 分 の 厚 さ に よ っ て 決 定 さ れ 、 光 共 振

器 が 有 機 発 光 層 の ス タ ッ ク に よ っ て 出 射 さ れ た 白 色 光 か ら 赤 色 光 、 緑 色 光 、 及 び 青 色 光 の

透 過 を そ れ ぞ れ 許 可 す る よ う に 、 光 共 振 器 の 厚 さ （ リ フ レ ク タ と 第 ２ の 電 極 に よ っ て 区 切

ら れ る ） を 調 整 す る こ と を 可 能 に す る 。 し か し な が ら 、 従 来 技 術 の こ の よ う な ピ ク セ ル は

、 赤 、 緑 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル の 電 子 制 御 が 、 隣 接 す る サ ブ ピ ク セ ル 間 の ク ロ ス ト ー ク

に つ な が る 可 能 性 が あ る た め 、 完 全 に 満 足 で き る も の で は な い 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ８ ９ ５ ６ ８ ９ ８ 号 明 細 書

【 特 許 文 献 ２ 】 欧 州 特 許 第 １ ６ ７ ２ ９ ６ ２ 号 明 細 書

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 前 述 の 欠 点 を 完 全 に 又 は 部 分 的 に 克 服 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ の 目 的 の た め に 、 本 発 明 の １ つ の 主 題 は 、

　 － 基 板 （ １ ） ；

　 － 可 視 ス ペ ク ト ル で 反 射 し 、 前 記 基 板 （ １ ） 上 に 形 成 さ れ る リ フ レ ク タ （ ２ ） ；

　 － 前 記 リ フ レ ク タ （ ２ ） 上 に 形 成 さ れ た ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） ；

　 － 可 視 ス ペ ク ト ル で 透 明 で 、 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 電 極 （ Ｅ

１ ） ；
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　 － 白 色 光 を 出 射 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 電 極 （ Ｅ １ ） 上 に 形 成 さ れ た 有 機 発 光

層 の ス タ ッ ク （ ４ ） ；

　 － 可 視 ス ペ ク ト ル に お い て 半 透 明 で あ り 、 前 記 ス タ ッ ク （ ４ ） 上 に 形 成 さ れ る 第 ２ の 電

極 （ Ｅ ２ ） 、 前 記 第 ２ の 電 極 （ Ｅ ２ ） 及 び 前 記 リ フ レ ク タ （ ２ ） は 、 光 共 振 器 を 形 成 し ；

　 を 次 々 に 備 え 、

　 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） は 、 前 記 光 共 振 器 が 前 記 ス タ ッ ク （ ４ ） か ら 出 射 さ れ る 白 色

光 か ら 赤 色 光 、 緑 色 光 、 及 び 青 色 光 の 透 過 を そ れ ぞ れ 可 能 に す る こ と に よ り 、 赤 、 緑 、 及

び 青 の サ ブ ピ ク セ ル （ Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ ） を そ れ ぞ れ 定 義 す る よ う に 、 厚 さ が 調 整 さ れ る

第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 部 分 （ ３ ０ 、 ３ １ 、 ３ ２ ） を 有 し 、

　 前 記 ス ペ ー シ ン グ 層 （ ３ ） の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ 、 ３ １ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 可 視 ス

ペ ク ト ル で 反 射 す る 材 料 で 覆 わ れ た 側 縁 部 （ ３ ０ ０ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、

　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド マ イ ク ロ ス ク リ ー ン の ピ ク セ ル で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し た が っ て 、 本 発 明 に 係 る こ の よ う な ピ ク セ ル は 、 赤 と 緑 の サ ブ ピ ク セ ル 間 の ク ロ ス ト

ー ク を 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 の 反 射 性 を 有 す る 側 縁 部 に よ り 、 著 し く 減

少 さ せ る こ と が で き 、 光 キ ャ ビ テ ィ 内 に お け る 反 射 光 線 の 閉 じ 込 め を 改 善 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

（ 定 義 ）

　 － 「 マ イ ク ロ ス ク リ ー ン 」 と い う 用 語 は 、 各 ピ ク セ ル の 面 積 が ３ ０ μ ｍ × ３ ０ μ ｍ 以 下

で あ る ス ク リ ー ン を 意 味 す る と 理 解 さ れ る 。

　 － 「 基 板 」 と い う 用 語 は 、 電 子 デ バ イ ス 又 は 電 子 コ ン ポ ー ネ ン ト の 組 み 込 み を 可 能 に す

る ベ ー ス 材 料 で 製 造 さ れ た 、 自 立 型 の 物 理 的 キ ャ リ ア を 意 味 す る と 理 解 さ れ る 。 基 板 は 、

従 来 、 半 導 体 材 料 の 単 結 晶 イ ン ゴ ッ ト か ら 切 断 さ れ た ウ ェ ハ で あ る 。

　 － 「 可 視 ス ペ ク ト ル 」 と い う 用 語 は 、 ３ ８ ０ ｎ ｍ ～ ７ ８ ０ ｎ ｍ の 電 磁 ス ペ ク ト ル を 意 味

す る と 理 解 さ れ る 。

　 － 「 反 射 」 と い う 用 語 は 、 対 応 す る 要 素 （ つ ま り 、 リ フ レ ク タ 又 は 側 縁 部 を 覆 う 材 料 ）

の 強 度 反 射 係 数 （ intensity reflection coefficient） が 、 可 視 ス ペ ク ト ル 全 体 で 平 均 し

て 、 ７ ０ ％ 以 上 、 好 ま し く は ８ ０ ％ 以 上 、 よ り 好 ま し く は ８ ５ ％ 以 上 、 さ ら に よ り 好 ま し

く は ９ ０ ％ 以 上 で あ る で あ る こ と を 意 味 す る と 理 解 さ れ る 。

　 － 「 半 透 明 」 と い う 用 語 は 、 第 ２ の 電 極 の 強 度 透 過 係 数 が 、 可 視 ス ペ ク ト ル 全 体 で 平 均

し て 、 厳 密 に ８ ０ ％ 未 満 、 好 ま し く は 厳 密 に ７ ０ ％ 未 満 、 よ り 好 ま し く は 厳 密 に ６ ０ ％ 未

満 で あ る こ と を 意 味 す る と 理 解 さ れ る 。

　 － 「 透 明 」 と い う 用 語 は 、 第 １ の 電 極 の 強 度 透 過 係 数 が 、 可 視 ス ペ ク ト ル 全 体 で 平 均 し

て 、 ７ ０ ％ 以 上 、 好 ま し く は ８ ０ ％ 以 上 、 よ り 好 ま し く は ８ ５ ％ 以 上 、 さ ら に よ り 好 ま し

く は ９ ０ ％ 以 上 で あ る こ と を 意 味 す る と 理 解 さ れ る 。

　 － 「 厚 さ 」 と い う 用 語 は 、 ピ ク セ ル 又 は サ ブ ピ ク セ ル の 表 面 の 法 線 に 沿 っ た 寸 法 を 意 味

す る と 理 解 さ れ る 。

　 － 「 側 縁 部 （ lateral edges） 」 と い う 用 語 は 、 基 板 の 法 線 （ つ ま り 、 ピ ク セ ル 又 は サ

ブ ピ ク セ ル の 表 面 の 法 線 ） に 垂 直 な 方 向 に 伸 び る 縦 方 向 の 縁 を 意 味 す る と 理 解 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に 係 る ピ ク セ ル は 、 以 下 の 特 徴 の う ち の １ つ 以 上 を 含 ん で い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の １ つ の 特 徴 に よ れ ば 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 ３ の 部 分 は 、 可 視 ス ペ ク ト ル で 反 射

す る 材 料 で 覆 わ れ た 側 縁 部 を 含 む 。

　 し た が っ て 、 得 ら れ る 利 点 の １ つ は 、 赤 、 緑 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル 間 の ク ロ ス ト ー ク

が 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 部 分 の 反 射 性 を 有 す る 側 縁 部 に よ り 著 し く

減 少 し 、 光 キ ャ ビ テ ィ 内 に お け る 反 射 光 線 の 閉 じ 込 め を 改 善 す る こ と で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の １ つ の 特 徴 に よ れ ば 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 ３ の 部 分 の 厚 さ が ゼ ロ で あ り 、 光 共

振 器 の 厚 さ が 、 ス タ ッ ク か ら 出 射 さ れ る 白 色 光 か ら 青 色 光 の 透 過 を 可 能 に す る よ う に 調 整
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さ れ る 。

　 し た が っ て 、 得 ら れ る 利 点 の １ つ は 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 ３ の 部 分 の 厚 さ を 制 御 す る 必

要 が な い こ と に よ り 、 青 色 サ ブ ピ ク セ ル の 製 造 が 単 純 化 さ れ る こ と で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の １ つ の 特 徴 に よ れ ば 、 基 板 は 、 好 ま し く は Ｓ ｉ Ｏ ２ 又 は Ｓ ｉ Ｎ で 形 成 さ れ 、 そ

の 上 に リ フ レ ク タ が 形 成 さ れ る 構 造 化 誘 電 体 層 を 含 み 、 構 造 化 誘 電 体 層 は 、 赤 、 緑 、 及 び

青 の サ ブ ピ ク セ ル に そ れ ぞ れ 関 連 付 け ら れ た 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 を 備 え 、

　 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 は 、 そ れ ぞ れ 、 好 ま し く は Ａ ｌ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｒ

、 Ｎ ｉ 、 及 び Ｗ か ら 選 択 さ れ る 導 電 性 材 料 で 覆 わ れ た 側 縁 部 を 含 み 、 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第

３ の パ タ ー ン 部 の 側 縁 部 は 、 互 い に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ て い る 。

　 「 誘 電 体 」 と い う 用 語 は 、 ３ ０ ０ Ｋ に お け る 層 の 導 電 率 が １ ０
－ ６

Ｓ ／ ｃ ｍ 以 下 で あ る

こ と を 意 味 す る と 理 解 さ れ る 。

　 「 導 電 性 」 と い う 用 語 は 、 ３ ０ ０ Ｋ に お け る 材 料 の 導 電 率 が １ ０
２

Ｓ ／ ｃ ｍ 以 上 で あ る

こ と を 意 味 す る と 理 解 さ れ る 。

　 し た が っ て 、 得 ら れ る 利 点 の １ つ は 、 ２ つ の 隣 接 す る パ タ ー ン 部 に 属 す る ２ つ の 側 縁 部

に よ っ て 壁 が 定 義 さ れ る 相 互 接 続 ビ ア が 、 互 い に 向 か い 合 っ て 形 成 さ れ る こ と で あ る 。

　 し た が っ て 、 相 互 接 続 ビ ア の 壁 は 導 電 性 で あ り 、 壁 の 内 側 は 誘 電 材 料 で 満 た さ れ て い て

も よ い 。 こ の よ う な 相 互 接 続 ビ ア は 、 壁 が 誘 電 体 で あ り 、 壁 の 内 側 が 導 電 性 で あ る 従 来 技

術 と は 異 な る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の １ つ の 特 徴 に よ れ ば 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 の 側 縁 部 を 覆 う 反

射 材 料 は 導 電 性 で あ り 、

　 構 造 化 誘 電 体 層 の 第 １ 及 び 第 ２ の パ タ ー ン 部 の 側 縁 部 は 、 そ れ ぞ れ 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の

第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 の 側 縁 部 に 沿 っ て 延 び て い る 。

　 し た が っ て 、 得 ら れ る 利 点 の １ つ は 、 相 互 接 続 ビ ア （ ２ つ の 隣 接 す る パ タ ー ン 部 の ２ つ

の 側 縁 部 に よ っ て 形 成 さ れ る ） が 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 の 側 縁 部 を 介 し

て 第 １ の 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と で あ る 。 こ の よ う な ア ー キ テ ク チ ャ に よ り 、 基 板

内 に 組 み 込 ま れ た 赤 及 び 緑 の サ ブ ピ ク セ ル の 制 御 回 路 に 、 バ ル ク を 減 ら し て 容 易 に ア ク セ

ス す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 の １ つ の 特 徴 に よ れ ば 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 部 分 の 側 縁 部

を 覆 う 反 射 材 料 は 導 電 性 で あ り 、

　 構 造 化 誘 電 体 層 の 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 の 側 縁 部 は 、 そ れ ぞ れ 、 ス ペ ー シ

ン グ 層 の 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 部 分 の 側 縁 部 に 沿 っ て 延 び て い る 。

　 し た が っ て 、 得 ら れ る 利 点 の １ つ は 、 相 互 接 続 ビ ア （ ２ つ の 隣 接 す る パ タ ー ン 部 の ２ つ

の 側 縁 部 に よ っ て 形 成 さ れ る ） が 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 部 分 の 側 縁

部 を 介 し て 第 １ の 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と で あ る 。 こ の よ う な ア ー キ テ ク チ ャ に よ

り 、 基 板 内 に 組 み 込 ま れ て い る 赤 、 緑 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル の 制 御 回 路 に 、 コ ン パ ク ト

に 容 易 に ア ク セ ス す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 の １ つ の 特 徴 に よ れ ば 、 基 板 は Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 回 路 を 含 み 、

　 構 造 化 誘 電 体 層 の 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 の 側 縁 部 は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 回 路 に 電 気

的 に 接 続 さ れ て い る 。

　 し た が っ て 、 得 ら れ る 利 点 の １ つ は 、 基 板 内 に 組 み 込 ま れ た 赤 、 緑 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク

セ ル の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 制 御 回 路 へ 、 バ ル ク を 減 少 さ せ て 、 容 易 に ア ク セ ス す る こ と で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の １ つ の 特 徴 に よ れ ば 、 リ フ レ ク タ は 、 Ａ ｌ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｒ 、 Ｎ ｉ 、 及 び Ｗ

か ら 選 択 さ れ る 材 料 で 形 成 さ れ る 。

　 し た が っ て 、 こ の よ う な 金 属 材 料 は 、 可 視 ス ペ ク ト ル で の 高 い 強 度 反 射 係 数 と 高 い 導 電

率 の 両 方 を 示 す 。
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【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の １ つ の 特 徴 に よ れ ば 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 部 分 の 側 縁 部

を 覆 う 反 射 材 料 は 、 Ａ ｌ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｒ 、 Ｎ ｉ 、 及 び Ｗ か ら 選 択 さ れ る 。

　 し た が っ て 、 こ の よ う な 金 属 材 料 は 、 可 視 ス ペ ク ト ル で の 高 い 強 度 反 射 係 数 と 高 い 導 電

率 の 両 方 を 示 す 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 の １ つ の 特 徴 に よ れ ば 、 ス ペ ー シ ン グ 層 は 、 導 電 性 で あ り 、 可 視 ス ペ ク ト ル に お

い て 透 明 な 材 料 、 好 ま し く は 酸 化 物 、 よ り 好 ま し く は イ ン ジ ウ ム ス ズ 酸 化 物 、 酸 化 ス ズ Ｓ

ｎ Ｏ ２ 、 及 び 酸 化 亜 鉛 Ｚ ｎ Ｏ か ら 選 択 さ れ る 材 料 で 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 の １ つ の 特 徴 に よ れ ば 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 部 分 は 、 互 い

に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た 側 縁 部 を 含 む 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 の １ つ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 １ の 電 極 は 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ で 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 の １ つ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 ２ の 電 極 は 、 Ａ ｌ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｒ 、 Ｎ ｉ 、 及 び Ｗ

か ら 選 択 さ れ た 材 料 で 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 の １ つ の 特 徴 に よ れ ば 、 基 板 は 半 導 体 材 料 、 好 ま し く は シ リ コ ン で 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 の 別 の 主 題 は 、 本 発 明 に 係 る ピ ク セ ル の マ ト リ ッ ク ス ア レ イ を 含 む 有 機 発 光 ダ イ

オ ー ド マ イ ク ロ ス ク リ ー ン で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 の 別 の 主 題 は 、

　 ス テ ッ プ ａ ） 基 板 を 用 意 す る ；

　 ス テ ッ プ ｂ ） 基 板 上 に 可 視 ス ペ ク ト ル で 反 射 す る リ フ レ ク タ を 形 成 す る ；

　 ス テ ッ プ ｃ ） リ フ レ ク タ 上 に ス ペ ー シ ン グ 層 を 形 成 す る ；

　 ス テ ッ プ ｄ ） ス ペ ー シ ン グ 層 上 に 可 視 ス ペ ク ト ル で 透 明 な 第 １ の 電 極 を 形 成 す る ；

　 ス テ ッ プ ｅ ） 第 １ の 電 極 上 に 有 機 発 光 層 の ス タ ッ ク を 形 成 し 、 ス タ ッ ク は 白 色 光 を 出 射

す る よ う に 構 成 さ れ る ；

　 ス テ ッ プ ｆ ） ス タ ッ ク 上 に 可 視 ス ペ ク ト ル に お い て 半 透 明 で あ る 第 ２ の 電 極 を 形 成 し 、

第 ２ の 電 極 及 び リ フ レ ク タ は 光 共 振 器 を 形 成 す る ；

　 を 備 え 、

　 ス テ ッ プ ｃ ） に お い て 、 ス ペ ー シ ン グ 層 が 、 光 共 振 器 が ス タ ッ ク か ら 出 射 さ れ る 白 色 光

か ら 赤 色 光 、 緑 色 光 、 及 び 青 色 光 の 透 過 を そ れ ぞ れ 可 能 に す る こ と に よ り 、 赤 、 緑 、 及 び

青 の サ ブ ピ ク セ ル を そ れ ぞ れ 定 義 す る よ う に 、 厚 さ が 調 整 さ れ る 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の

部 分 を 有 し 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 が 側 縁 部 を 有 し ；

　 ス テ ッ プ ｃ ） は 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 の 側 縁 部 を 可 視 ス ペ ク ト ル で 反

射 す る 材 料 で 覆 う ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、

　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド マ イ ク ロ ス ク リ ー ン 用 の ピ ク セ ル の 製 造 す る プ ロ セ ス で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 他 の 特 徴 及 び 利 点 は 、 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 の 、 実 施 例 及 び 添 付 の 図 面 を 参 照 す る 詳

細 な 説 明 に お い て 明 ら か に な る 。

【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る ピ ク セ ル の 概 略 断 面 図 で あ り 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 １ の 実

施 形 態 を 示 し て お り 、 そ の 断 面 は ピ ク セ ル の 表 面 の 法 線 に 沿 っ て い る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る ピ ク セ ル の 概 略 断 面 図 で あ り 、 ス ペ ー シ ン グ 層 の 第 ２ の 実

施 形 態 を 示 し て お り 、 そ の 断 面 は ピ ク セ ル の 表 面 の 法 線 に 沿 っ て い る 。

【 図 ３ 】 図 ３ Ａ ～ ３ Ｈ は 、 基 板 の 法 線 に 沿 っ た 概 略 断 面 図 で あ り 、 本 発 明 に 係 る 第 １ の 製

造 プ ロ セ ス の ス テ ッ プ を 示 し て い る 。
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【 図 ４ 】 図 ４ Ｉ ～ ４ Ｋ は 、 基 板 の 法 線 に 沿 っ た 概 略 断 面 図 で あ り 、 本 発 明 に 係 る 第 １ の 製

造 プ ロ セ ス の ス テ ッ プ を 示 し て い る 。

【 図 ５ 】 図 ５ Ａ ～ ５ Ｈ は 、 基 板 の 法 線 に 沿 っ た 概 略 断 面 図 で あ り 、 本 発 明 に 係 る 第 ２ の 製

造 プ ロ セ ス の ス テ ッ プ を 示 し て い る 。

【 図 ６ 】 図 ６ Ｉ ～ ６ Ｋ は 、 基 板 の 法 線 に 沿 っ た 概 略 断 面 図 で あ り 、 本 発 明 に 係 る 第 ２ の 製

造 プ ロ セ ス の ス テ ッ プ を 示 し て い る 。

【 図 ７ 】 図 ７ Ａ ～ ７ Ｈ は 、 基 板 の 法 線 に 沿 っ た 概 略 断 面 図 で あ り 、 本 発 明 に 係 る 第 ３ の 製

造 プ ロ セ ス の ス テ ッ プ を 示 し て い る 。

【 図 ８ 】 図 ８ Ｉ ～ ８ Ｋ は 、 基 板 の 法 線 に 沿 っ た 概 略 断 面 図 で あ り 、 本 発 明 に 係 る 第 ３ の 製

造 プ ロ セ ス の ス テ ッ プ を 示 し て い る 。

【 図 ９ 】 図 ９ Ａ ～ ９ Ｈ は 、 本 発 明 に 係 る 第 ４ の 製 造 プ ロ セ ス の ス テ ッ プ を 示 す 、 基 板 の 法

線 に 沿 っ た 概 略 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 読 み や す く 理 解 し や す い よ う に 、 上 記 の 図 面 は 概 略 的 な も の で あ り 、 縮 尺 通 り で は な い

こ と に 留 意 さ れ た い 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 同 一 、 又 は 同 じ 機 能 を 提 供 す る 要 素 に 対 し て は 、 簡 略 化 の た め 、 異 な る 実 施 形 態 に お い

て 同 一 の 符 号 を 付 す 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 発 明 の 主 題 の １ つ は 、

　 － 基 板 １ ；

　 － 可 視 ス ペ ク ト ル で 反 射 し 、 基 板 １ 上 に 形 成 さ れ る リ フ レ ク タ ２ ；

　 － リ フ レ ク タ ２ 上 に 形 成 さ れ た ス ペ ー シ ン グ 層 ３ ；

　 － 可 視 ス ペ ク ト ル で 透 明 で 、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 電 極 Ｅ １ ；

　 － 白 色 光 を 出 射 す る よ う に 構 成 さ れ 、 第 １ の 電 極 Ｅ １ 上 に 形 成 さ れ た 有 機 発 光 層 の ス タ

ッ ク ４ ；

　 － 可 視 ス ペ ク ト ル に お い て 半 透 明 で あ り 、 ス タ ッ ク ４ 上 に 形 成 さ れ る 第 ２ の 電 極 Ｅ ２ 、

第 ２ の 電 極 Ｅ ２ 及 び リ フ レ ク タ ２ は 、 光 共 振 器 を 形 成 し ；

　 を 次 々 に 備 え 、

　 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ は 、 光 共 振 器 が ス タ ッ ク ４ か ら 出 射 さ れ る 白 色 光 か ら 赤 色 光 、 緑 色 光

、 及 び 青 色 光 の 透 過 を そ れ ぞ れ 可 能 に す る こ と に よ り 、 赤 、 緑 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ

Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ を そ れ ぞ れ 定 義 す る よ う に 、 厚 さ が 調 整 さ れ る 第 １ の 部 分 ３ ０ 、 第 ２ の 部

分 ３ １ 、 及 び 第 ３ の 部 分 ３ ２ を 有 し 、

　 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 １ の 部 分 ３ ０ 及 び 第 ２ の 部 分 ３ １ は 、 そ れ ぞ れ 、 可 視 ス ペ ク ト ル

で 反 射 す る 材 料 で 覆 わ れ た 側 縁 部 （ lateral edge） ３ ０ ０ を 含 む 。

　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド マ イ ク ロ ス ク リ ー ン 用 の ピ ク セ ル で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

（ 間 隔 レ イ ヤ ー ）

　 図 １ に 示 す よ う に 、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 ３ の 部 分 ３ ２ は 、 可 視 ス ペ ク ト ル で 反 射 す る

材 料 で 覆 わ れ た 側 縁 部 ３ ０ ０ を 含 ん で い て も よ い 。 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 １ の 部 分 ３ ０ 、

第 ２ の 部 分 ３ １ 、 及 び 第 ３ の 部 分 ３ ２ の 側 縁 部 ３ ０ ０ を 覆 う 反 射 材 料 は 、 好 ま し く は 導 電

性 で あ る 。 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 １ の 部 分 ３ ０ 、 第 ２ の 部 分 ３ １ 、 及 び 第 ３ の 部 分 ３ ２ の

側 縁 部 ３ ０ ０ を 覆 う 反 射 材 料 は 、 好 ま し く は 、 Ａ ｌ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｒ 、 Ｎ ｉ 、 及 び Ｗ か

ら 選 択 さ れ る 。 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 １ の 部 分 ３ ０ 、 第 ２ の 部 分 ３ １ 、 及 び 第 ３ の 部 分 ３

２ の 側 縁 部 ３ ０ ０ を 覆 う 反 射 材 料 の 強 度 反 射 係 数 （ intensity reflection coefficient）

は 、 可 視 ス ペ ク ト ル 全 体 で 平 均 し て 、 ７ ０ ％ 以 上 、 好 ま し く は ８ ０ ％ 以 上 、 よ り 好 ま し く

は ８ ５ ％ 以 上 、 さ ら に よ り 好 ま し く は ９ ０ ％ 以 上 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 ２ に 示 す 変 形 例 に よ れ ば 、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 ３ の 部 分 ３ ２ の 厚 さ は ゼ ロ で あ り 、
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光 共 振 器 の 厚 さ は 、 ス タ ッ ク ４ に よ っ て 出 射 さ れ る 白 色 光 か ら 青 色 光 の 透 過 を 可 能 に す る

よ う に 調 整 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ は 、 好 ま し く は 、 導 電 性 を 有 し 、 可 視 ス ペ ク ト ル に お い て 透 明 な 材 料

、 好 ま し く は 酸 化 物 、 よ り 好 ま し く は イ ン ジ ウ ム ス ズ 酸 化 物 、 酸 化 ス ズ Ｓ ｎ Ｏ ２ 及 び 酸 化

亜 鉛 Ｚ ｎ Ｏ か ら 選 択 さ れ る 材 料 で 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

（ 基 板 ）

　 基 板 １ は 、 好 ま し く は 半 導 体 材 料 、 好 ま し く は シ リ コ ン で 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 基 板 １ は 、 好 ま し く は 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 又 は Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 構 造 化 誘 電 体 層 ５ を 含 み 、 そ の 上

に リ フ レ ク タ ２ が 形 成 さ れ る 。 構 造 化 誘 電 体 層 ５ は 、 赤 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｒ 、 緑 の サ ブ ピ

ク セ ル Ｐ Ｖ 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｂ に そ れ ぞ れ 関 連 付 け ら れ た 第 １ の パ タ ー ン 部 ５ ０

、 第 ２ の パ タ ー ン 部 ５ １ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 ５ ２ を 含 む 。 第 １ の パ タ ー ン 部 ５ ０ 、 第

２ の パ タ ー ン 部 ５ １ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 ５ ２ は 、 サ ブ ピ ク セ ル 間 の 所 望 の 距 離 に 対 応

す る 距 離 、 例 え ば 約 ６ ０ ０ ｎ ｍ だ け 互 い に 離 間 さ れ て い る 。 構 造 化 誘 電 体 層 ５ の 第 １ の パ

タ ー ン 部 ５ ０ 、 第 ２ の パ タ ー ン 部 ５ １ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 ５ ２ の 厚 さ は 、 平 面 の 第 １

の 電 極 Ｅ １ を 得 る た め に 、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 １ の 部 分 ３ ０ 、 第 ２ の 部 分 ３ １ 、 及 び 第

３ の 部 分 ３ ２ の 厚 さ と 一 致 し て い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 第 １ の パ タ ー ン 部 ５ ０ 、 第 ２ の パ タ ー ン 部 ５ １ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 ５ ２ は 、 そ れ ぞ

れ 、 好 ま し く は Ａ ｌ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｒ 、 Ｎ ｉ 、 及 び Ｗ か ら 選 択 さ れ る 導 電 性 材 料 で 覆 わ

れ た 側 縁 部 ５ ０ ０ を 含 む こ と が 好 ま し い 。 第 １ の パ タ ー ン 部 ５ ０ 、 第 ２ の パ タ ー ン 部 ５ １

、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 ５ ２ は 、 必 要 に 応 じ て 、 例 え ば Ｓ ｉ Ｏ ２ 又 は Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 誘 電

体 中 間 層 ６ を 介 し て 、 互 い に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 誘 電 体 中 間 層 ６ は 、 第

１ の 電 極 Ｅ １ の 表 面 と 同 一 平 面 に な る ま で 上 方 へ 延 び て い る こ と が 好 ま し い 。 し た が っ て

、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 １ の 部 分 ３ ０ 、 第 ２ の 部 分 ３ １ 、 及 び 第 ３ の 部 分 ３ ２ の 側 縁 部 ３

０ ０ は 、 誘 電 体 中 間 層 ６ に よ っ て 互 い に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 構 造 化 誘 電 体 層 ５ の 第 １ の パ タ ー ン 部 ５ ０ 及 び 第 ２ の パ タ ー ン 部 ５ １ の 側 縁 部 ５ ０ ０ は

、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 １ の 部 分 ３ ０ 及 び 第 ２ の 部 分 ３ １ の 側 縁 部 ３ ０ ０ に 沿 っ て そ れ ぞ

れ 延 び て い る こ と が 好 ま し い 。 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の ３ ２ が 可 視 ス ペ ク ト ル で 反 射 す る 材 料

で 覆 わ れ た 側 縁 部 ３ ０ ０ を 含 む 場 合 、 構 造 化 誘 電 体 層 ５ の 第 ３ の パ タ ー ン 部 ５ ２ の 側 縁 部

５ ０ ０ は 、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 ３ の 部 分 ３ ２ の 側 縁 部 ３ ０ ０ に 沿 っ て 延 び て い る こ と が

好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 基 板 １ は 、 赤 、 緑 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ の 制 御 回 路 を 形 成 す る Ｃ Ｍ

Ｏ Ｓ 回 路 を 含 ん で い て も よ い 。 構 造 化 誘 電 体 層 ５ の 第 １ の パ タ ー ン 部 ５ ０ 、 第 ２ の パ タ ー

ン 部 ５ １ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 ５ ２ の 側 縁 部 ５ ０ ０ は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 回 路 に 電 気 的 に 接 続 さ

れ て い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

（ リ フ レ ク タ ）

　 リ フ レ ク タ ２ は 、 好 ま し く は 金 属 材 料 、 よ り 好 ま し く は Ａ ｌ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｒ 、 Ｎ ｉ

、 及 び Ｗ か ら 選 択 さ れ た も の か ら 形 成 さ れ る 。 リ フ レ ク タ ２ が 形 成 さ れ る 材 料 は 、 好 ま し

く は 、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 １ の 部 分 ３ ０ 、 第 ２ の 部 分 ３ １ 、 及 び 第 ３ の 部 分 ３ ２ の 側 縁

部 ３ ０ ０ を 覆 う 反 射 材 料 と 同 一 で あ り 、 こ れ に よ り 、 製 造 プ ロ セ ス が 簡 素 化 さ れ る 。 同 様

に 、 リ フ レ ク タ ２ が 形 成 さ れ る 材 料 は 、 好 ま し く は 、 構 造 化 誘 電 体 層 ５ の 第 １ の パ タ ー ン

部 ５ ０ 、 第 ２ の パ タ ー ン 部 ５ １ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 ５ ２ の 側 縁 部 ５ ０ ０ を 覆 う 導 電 材

料 と 同 一 で あ り 、 こ れ に よ り 、 製 造 プ ロ セ ス が 簡 素 化 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 リ フ レ ク タ ２ の 厚 さ は 、 好 ま し く は ０ ． １ μ ｍ 以 上 ２ μ ｍ 以 下 で あ る 。

　 リ フ レ ク タ ２ の 反 射 係 数 は 、 可 視 ス ペ ク ト ル 全 体 で 平 均 し て 、 ７ ０ ％ 以 上 、 好 ま し く は

８ ０ ％ 以 上 、 よ り 好 ま し く は ８ ５ ％ 以 上 、 さ ら に よ り 好 ま し く は ９ ０ ％ 以 上 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

（ 第 １ の 電 極 及 び 第 ２ の 電 極 ）

　 赤 、 緑 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ の そ れ ぞ れ の 第 １ 及 び 第 ２ の 電 極 Ｅ １ 、

Ｅ ２ の 厚 さ は 一 定 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 赤 、 緑 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ の そ れ ぞ れ の 第 １ の 電 極 Ｅ １ は 、 酸 化

イ ン ジ ウ ム ス ズ で 形 成 さ れ て い る こ と が 有 利 で あ る 。 赤 、 緑 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｒ

、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ の そ れ ぞ れ の 第 １ の 電 極 Ｅ １ の 強 度 透 過 係 数 は 、 可 視 ス ペ ク ト ル 全 体 で 平 均

し て 、 ７ ０ ％ 以 上 、 好 ま し く は ８ ０ ％ 以 上 、 よ り 好 ま し く は ８ ５ ％ 以 上 、 さ ら に よ り 好 ま

し く は ９ ０ ％ 以 上 で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 赤 、 緑 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ の そ れ ぞ れ の 第 ２ の 電 極 Ｅ ２ は 、 好 ま

し く は Ａ ｌ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｒ 、 Ｎ ｉ 、 及 び Ｗ か ら 選 択 さ れ る 金 属 材 料 で 形 成 さ れ て い る

こ と が 好 ま し い 。 赤 、 緑 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ の そ れ ぞ れ の 第 ２ の 電

極 Ｅ ２ の 強 度 透 過 係 数 は 、 可 視 ス ペ ク ト ル 全 体 で 平 均 し て 、 厳 密 に ８ ０ ％ よ り 低 く 、 好 ま

し く は 厳 密 に ７ ０ ％ よ り 低 く 、 よ り 好 ま し く は 厳 密 に ６ ０ ％ よ り 低 い 。 非 限 定 的 な 例 と し

て 、 赤 、 緑 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ の そ れ ぞ れ の 第 ２ の 電 極 Ｅ ２ は 、 Ａ

ｌ で 形 成 さ れ て お り 、 厚 さ が １ ０ ｎ ｍ 以 上 ２ ０ ｎ ｍ 以 下 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 第 １ の 電 極 Ｅ １ は 好 ま し く は ア ノ ー ド で あ り 、 第 ２ の 電 極 Ｅ ２ は 好 ま し く は カ ソ ー ド で

あ る 。

　 第 ２ の 電 極 Ｅ ２ は 、 好 ま し く は 、 赤 、 緑 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ の そ れ

ぞ れ の 第 ２ の 電 極 Ｅ ２ と ス タ ッ ク ４ と を 空 気 及 び 水 分 か ら 保 護 す る の に 適 し た 封 止 層 （ en

capsulation layer） ７ で 被 覆 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

（ 有 機 発 光 層 の ス タ ッ ク ）

　 有 機 発 光 層 の ス タ ッ ク ４ の 厚 さ は 、 赤 、 緑 、 及 び 青 の 各 サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ

に 対 し て 一 定 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 非 限 定 的 な 例 と し て 、 ス タ ッ ク ４ は 縦 方 向 に 並 ぶ ３ つ の 発 光 層 を 含 ん で い て も よ い 。 よ

り 具 体 的 に は 、 第 １ の 電 極 Ｅ １ が ア ノ ー ド で あ り 、 第 ２ の 電 極 Ｅ ２ が カ ソ ー ド で あ る 場 合

、 ス タ ッ ク ４ は 以 下 を 含 ん で い て も よ い 。

　 － 第 １ の 電 極 Ｅ １ 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 正 孔 輸 送 層 ；

　 － 第 １ の 正 孔 輸 送 層 上 に 形 成 さ れ た 、 青 色 光 を 出 射 す る 第 １ の 発 光 層 ；

　 － 第 １ の 発 光 層 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 電 子 輸 送 層 ；

　 － 第 １ の 電 子 輸 送 層 上 に 形 成 さ れ る 電 荷 発 生 層 （ 相 互 接 続 層 と も 呼 ば れ る ） ；

　 － 電 荷 発 生 層 上 に 形 成 さ れ る 第 ２ の 正 孔 輸 送 層 ；

　 － 第 ２ の 正 孔 輸 送 層 上 に 形 成 さ れ る 、 緑 色 光 を 出 射 す る 第 ２ の 発 光 層 ；

　 － 第 ２ の 発 光 層 上 に 形 成 さ れ る 、 赤 色 光 を 出 射 す る 第 ３ の 発 光 層 ；

　 － 第 ３ の 発 光 層 上 に 形 成 さ れ 、 第 ２ の 電 極 Ｅ ２ で 被 覆 さ れ る 第 ２ の 電 子 輸 送 層 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 変 形 例 と し て 、 ス タ ッ ク ４ は 以 下 を 含 ん で い て も よ い 。

　 － 縦 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ る こ と な く 、 そ れ ぞ れ 青 色 光 、 緑 色 光 、 赤 色 光 を 出 射 す る ３

つ の 発 光 層 （ 従 来 の 構 造 ） ；

　 － 従 来 の 構 造 に 配 置 さ れ た 黄 色 光 と 青 色 光 と を そ れ ぞ れ 発 す る ２ つ の 発 光 層 ；

　 － 縦 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ た 黄 色 光 と 青 色 光 と を そ れ ぞ れ 発 す る ２ つ の 発 光 層 。

【 ０ ０ ４ ６ 】
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（ マ イ ク ロ ス ク リ ー ン ）

　 本 発 明 の １ つ の 主 題 は 、 本 発 明 に 係 る ピ ク セ ル の マ ト リ ッ ク ス ア レ イ を 含 む 有 機 発 光 ダ

イ オ ー ド マ イ ク ロ ス ク リ ー ン で あ る 。 マ ト リ ッ ク ス ア レ イ に お け る ピ ク セ ル の ピ ッ チ は 、

４ μ ｍ ～ ５ μ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

（ ピ ク セ ル の 製 造 プ ロ セ ス ）

　 本 発 明 の １ つ の 主 題 は 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド マ イ ク ロ ス ク リ ー ン 用 の ピ ク セ ル を 製 造 す

る プ ロ セ ス で あ り 、 以 下 の ス テ ッ プ を 含 む ：

　 ス テ ッ プ ａ ） 基 板 １ を 用 意 す る ；

　 ス テ ッ プ ｂ ） 基 板 １ 上 に 可 視 ス ペ ク ト ル で 反 射 す る リ フ レ ク タ ２ を 形 成 す る ；

　 ス テ ッ プ ｃ ） リ フ レ ク タ ２ 上 に ス ペ ー シ ン グ 層 ３ を 形 成 す る ；

　 ス テ ッ プ ｄ ） ス ペ ー シ ン グ 層 ３ 上 に 可 視 ス ペ ク ト ル で 透 明 な 第 １ の 電 極 Ｅ １ を 形 成 す る

；

　 ス テ ッ プ ｅ ） 第 １ の 電 極 Ｅ １ 上 に 有 機 発 光 層 の ス タ ッ ク ４ を 形 成 し 、 ス タ ッ ク ４ は 白 色

光 を 出 射 す る よ う に 構 成 さ れ る ；

　 ス テ ッ プ ｆ ） ス タ ッ ク ４ 上 に 可 視 ス ペ ク ト ル に お い て 半 透 明 で あ る 第 ２ の 電 極 Ｅ ２ を 形

成 し 、 第 ２ の 電 極 Ｅ ２ 及 び リ フ レ ク タ ２ は 光 共 振 器 を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ス テ ッ プ ｃ ） は 、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ が 、 光 共 振 器 が ス タ ッ ク ４ か ら 出 射 さ れ る 白 色 光 か

ら 赤 色 光 、 緑 色 光 、 及 び 青 色 光 の 透 過 を そ れ ぞ れ 可 能 に す る こ と に よ り 、 赤 の サ ブ ピ ク セ

ル Ｐ Ｒ 、 緑 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｖ 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｂ を そ れ ぞ れ 定 義 す る よ う に 、

厚 さ が 調 整 さ れ る 第 １ の 部 分 ３ ０ 、 第 ２ の 部 分 ３ １ 、 及 び 第 ３ の 部 分 ３ ２ を 有 し 、 ス ペ ー

シ ン グ 層 ３ の 第 １ の 部 分 ３ ０ 及 び 第 ２ の 部 分 ３ １ が 側 縁 部 ３ ０ ０ を 有 す る よ う に 実 行 さ れ

る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ス テ ッ プ ｃ ） は 、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 １ の 部 分 ３ ０ 及 び 第 ２ の 部 分 ３ １ の 側 縁 部 ３ ０

０ を 、 可 視 ス ペ ク ト ル で 反 射 す る 材 料 で 覆 う ス テ ッ プ を 含 む 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 （ 第 １ の 実 装 （ 図 ３ Ａ ～ 図 ４ Ｋ ） ）

　 図 ３ Ａ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ ａ ） で は 、 構 造 化 誘 電 体 層 ５ の 第 １ の パ タ ー ン 部 ５ ０ 、

第 ２ の パ タ ー ン 部 ５ １ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 ５ ２ を 形 成 す る た め 、 基 板 １ 上 へ Ｓ ｉ Ｏ ２

を 連 続 的 に ３ 回 堆 積 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 図 ３ Ｂ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ ｂ ） は 、 リ フ レ ク タ ２ の 材 料 、 例 え ば Ａ ｌ を １ ０ ０ ｎ ｍ

の 厚 さ に 堆 積 す る 処 理 を 含 む 。 当 該 材 料 は 、 物 理 蒸 着 に よ り 堆 積 さ せ て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 ３ Ｃ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ ｃ ） は 、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 材 料 の ウ ェ ハ ス ケ ー ル 堆 積

と 、 好 ま し く は 化 学 機 械 研 磨 （ chemical-mechanical polishing） に よ っ て 実 行 さ れ る 、

平 坦 化 ス テ ッ プ と を 含 む 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 図 ３ Ｄ に 示 す よ う に 、 リ ソ グ ラ フ ィ を 行 っ て 、 赤 、 緑 、 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｒ 、 Ｐ

Ｖ 、 Ｐ Ｂ を 区 切 る よ う に 、 リ フ レ ク タ ２ と ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 材 料 を エ ッ チ ン グ し 、 ス テ

ッ プ ｂ ） と ス テ ッ プ ｃ ） と を 終 了 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 図 ３ Ｅ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ ｃ ） は 、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 １ の 部 分 ３ ０ 、 第 ２ の 部

分 ３ １ 、 及 び 第 ３ の 部 分 ３ ２ の 側 縁 部 ３ ０ ０ を 可 視 ス ペ ク ト ル で 反 射 す る 材 料 で 覆 う ス テ

ッ プ ｃ １ ） を 含 む 。 ス テ ッ プ ｃ １ ） は 、 反 射 材 料 、 例 え ば Ａ ｌ を １ ０ ０ ｎ ｍ の 厚 さ に 堆 積

す る こ と に よ り 実 行 さ れ て も よ い 。 ス テ ッ プ ｃ １ ） に お い て 、 構 造 化 誘 電 体 層 ５ の 第 １ の

パ タ ー ン 部 ５ ０ 、 第 ２ の パ タ ー ン 部 ５ １ 、 及 び 第 ３ の パ タ ー ン 部 ５ ２ の 側 縁 部 ５ ０ ０ も 反

射 材 料 で 覆 わ れ て 、 さ ら に 、 反 射 材 料 は 導 電 性 と な る よ う に 選 択 さ れ る 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】

　 図 ３ Ｆ 及 び ３ Ｇ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ ｃ １ ） の 後 、 ト レ ン チ の 底 部 を エ ッ チ ン グ し 、

次 に 当 該 ト レ ン チ を 、 例 え ば Ｓ ｉ Ｏ ２ 又 は Ｓ ｉ Ｎ か ら な る 誘 電 体 中 間 層 ６ で 充 填 す る 操 作

が 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 図 ３ Ｈ に 示 す よ う に 、 こ の プ ロ セ ス は 、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 表 面 を 解 放 す る た め 、 好 ま

し く は 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 実 行 さ れ る 、 平 坦 化 ス テ ッ プ を 含 む 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 図 ４ Ｉ 及 び ４ Ｊ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ ｄ ） は 、 第 １ の 電 極 Ｅ １ の ウ ェ ハ ス ケ ー ル 堆 積

と 、 そ れ に 引 き 続 い て 行 わ れ る 、 赤 、 緑 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ の 範 囲 を

定 め る の に 適 し た リ ソ グ ラ フ ィ 操 作 を 含 む 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 図 ４ Ｋ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ ｅ ） 及 び ｆ ） は 、 当 業 者 に 知 ら れ て い る 堆 積 技 術 に よ り

実 行 さ れ る 。 こ の プ ロ セ ス に は 、 第 ２ の 電 極 Ｅ ２ の 上 に 封 止 層 ７ を 形 成 す る ス テ ッ プ が 含

ま れ て も よ い 。 こ の プ ロ セ ス に は 、 第 １ の 電 極 Ｅ １ の 表 面 と 同 一 平 面 に な る ま で 誘 電 体 中

間 層 ６ を 延 長 す る ス テ ッ プ が 含 ま れ て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

（ 第 ２ の 実 装 （ 図 ５ Ａ ～ 図 ６ Ｋ ） ）

　 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 実 装 は 第 １ の 実 装 と は 異 な り 、 ス テ ッ プ ｃ ） の 平 坦 化 ス テ

ッ プ 、 好 ま し く は 化 学 機 械 研 磨 処 理 が 、 構 造 化 誘 電 体 層 ５ の 第 ３ の パ タ ー ン 部 ５ ２ の 上 に

延 び る リ フ レ ク タ ２ の 材 料 に お い て 停 止 す る 。 し た が っ て 、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 ３ の 部

分 ３ ２ の 厚 さ は ゼ ロ で あ り 、 ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 １ の 部 分 ３ ０ 及 び 第 ２ の 部 分 ３ １ の 厚

さ は 完 全 に 制 御 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

（ 第 ３ の 実 装 （ 図 ７ Ａ ～ 図 ８ Ｋ ） ）

　 図 ７ Ａ に 示 す よ う に 、 第 ３ の 実 装 は 、 構 造 化 誘 電 体 層 ５ が 連 続 的 な ス テ ッ プ の 形 態 で 堆

積 さ れ る と い う 点 で 第 ２ の 実 装 と 異 な る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

（ 第 ４ の 実 装 （ 図 ９ Ａ ～ ９ Ｈ ） ）

　 図 ９ Ａ 及 び ９ Ｂ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ ａ ） で は 、 基 板 １ 上 に 、 誘 電 体 層 ５ ＇ を （ 例 え

ば 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ を １ ５ ０ ｎ ｍ の 厚 さ で ） ウ ェ ハ ス ケ ー ル で 堆 積 さ せ 、 そ の 後 、 赤 、 緑 、 及 び

青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ の 範 囲 を 定 め る た め に 、 誘 電 体 層 ５ ＇ を （ リ ソ グ ラ フ

ィ に よ っ て ） 構 造 化 し て 構 造 化 誘 電 体 層 ５ を 取 得 す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 図 ９ Ｃ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ ｂ ） は 、 構 造 化 誘 電 体 層 ５ 上 に リ フ レ ク タ ２ の 材 料 、 例

え ば Ａ ｌ を １ ０ ０ ｎ ｍ の 厚 さ に 堆 積 す る 処 理 を 含 む 。 当 該 材 料 は 、 物 理 蒸 着 に よ り 堆 積 さ

せ て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 図 ９ Ｄ に 示 す よ う に 、 表 面 上 の リ フ レ ク タ ２ の 材 料 は 、 例 え ば 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除

去 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 図 ９ Ｅ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ ｃ ） は 以 下 を 含 む ：

　 － ス ペ ー シ ン グ 層 ３ の 第 １ の 部 分 ３ ０ 、 第 ２ の 部 分 ３ １ 、 及 び 第 ３ の 部 分 ３ ２ の 側 縁 部

３ ０ ０ が リ フ レ ク タ ２ の 材 料 で 覆 わ れ る よ う に 、 リ フ レ ク タ ２ の 材 料 上 に ス ペ ー シ ン グ 層

３ の 材 料 を 堆 積 す る 処 理 。

　 － ス ペ ー シ ン グ 層 ３ を 、 好 ま し く は 化 学 機 械 研 磨 に よ り 平 坦 化 す る 処 理 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 図 ９ Ｆ 及 び ９ Ｇ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ ｄ ） は 、 第 １ の 電 極 Ｅ １ の ウ ェ ハ ス ケ ー ル 堆 積

と 、 そ れ に 引 き 続 い て 行 わ れ る 、 赤 、 緑 及 び 青 の サ ブ ピ ク セ ル Ｐ Ｒ 、 Ｐ Ｖ 、 Ｐ Ｂ の 範 囲 を

定 め る の に 適 し た リ ソ グ ラ フ ィ 操 作 を 含 む 。

10

20

30

40

50



(13) JP  2020-43059  A   2020.3.19

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 図 ９ Ｈ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ ｅ ） 及 び ｆ ） は 、 当 業 者 に 知 ら れ て い る 堆 積 技 術 に よ り

実 行 さ れ る 。 こ の プ ロ セ ス に は 、 第 ２ の 電 極 Ｅ ２ の 上 に 封 止 層 ７ を 形 成 す る ス テ ッ プ が 含

ま れ て も よ い 。 こ の プ ロ セ ス に は 、 第 １ の 電 極 Ｅ １ の 表 面 と 同 一 平 面 に な る ま で 、 構 造 化

誘 電 体 層 ５ 上 に 誘 電 体 中 間 層 ６ を 延 長 す る ス テ ッ プ が 含 ま れ て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 本 発 明 は 、 記 載 さ れ た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 当 業 者 は 、 こ れ ら の 技 術 的 に 実 行 可 能

な 組 み 合 わ せ を 検 討 し 、 こ れ ら を 等 価 物 で 置 き 換 え る こ と が で き る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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